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表式(1日 2)は連続体近似 (a- a7n,i- toN,a2/t0--定,a-o･t0-0)ではそれぞ
れ_ドI'方程式と一般には非線型の微分方程式,









































































A<1では(0,1)は saddleとなり, ((1-A)/(1+AB),A)に focusが現われ,
B>(1-2A)/A2では focus は安定 (caseb)
B<(ト 2A)/A2では focusは不安定で, これを囲む 1imitcycleが現われる｡(case
c)
また,いずれの場合にも(1,0)は2次の不安定点 (saddle-like)で,この近傍では軌道
は長時間滞在する｡
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